
 １　新型コロナウイルス感染症対策について（ワクチン接種） 資料２

市町村 項目 現状・課題 論点 担当課

・３回目接種用ワクチンの供給量と供給時期
・高齢者の３回目接種のタイミング

・接種体制の構築とワクチン供給量の確保の見通し
・冬期間の高齢者への接種体制の構築（交通手段・介助等）

・医療従事者への３回目接種に関するデータ供与と支援 ・医療従事者の被接種者データの情報共有と接種に伴う県の支援

・３回目接種の会場への住民等輸送経費
・移動手段確保のための経費に国補助金が活用できない場合、３回目接
種に対して県補助金の継続を要望

一関市
ワクチン接種体制の
構築・運営に必要な
情報提供について

・住民接種（医療従事者以外）のワクチン接種について、令和３年４
月から集団接種会場と医療機関において接種を行い、集団接種は10月
末に終了し、医療機関での接種も11月末で終了する予定である。
この間、ワクチンの供給予定や接種体制等について、報道による情報
が先行し、通知による情報が遅れて提供されたため、準備作業の修正
や遅滞が生じた。

・追加接種（３回目接種）の体制の構築と実施に当たっては、ワクチン
の供給予定等について、国に対し速やかな情報提供を求めていく必要が
ある。

新型コロナワ
クチン接種対
策室

八幡平市
県による大規模接種
接種体制について

・３回目の追加接種体制の構築
・県による大規模集団接種の実施
・県による医療従事者等への優先接種体制の整備

健康福祉課

滝沢市
追加接種（３回目接
種）体制の構築につ
いて

・医療従事者の接種については、１回目・２回目接種と同様に、県が
中心となって広域的な接種体制を構築する方が効率的である。

・ＶＲＳデータの確認、接種券の出力、予約方法等に係る県と市町村と
の役割分担

健康推進課

県集団接種の継続及
び拡充について

・県の集団接種により、接種済人口の増加及び市町村の負担軽減に多
大な成果をあげていただいているが、実施場所が限定されアクセスが
難しい県民も少なくない状況である。

・少なくとも広域振興局がある市においては集団接種を実施されたい。
保健福祉セン
ター

市町村の接種完了後
の新たなワクチン接
種希望者の対応につ
いて

・市町村のワクチン接種は11月には概ね完了する予定と思われるが、
当初は接種を希望していなかった県民が、それ以降に新たに希望する
ことが考えられる。

・市町村単位で対応すると、小規模自治体では６人集まるまで時間がか
かることも想定されるため、各県立病院でまとめて対応されたい。

保健福祉セン
ター

岩泉町
新型コロナウイルス
感染症ワクチン接種
について

現状：4月21日から高齢者、基礎疾患者、一般の順で集団接種を実施。
9月29日までに希望者の１、２回目接種は完了。

課題：今後接種を希望する未接種者への対応。

【要望】県に対し、県立病院等を中心とする圏域等での接種の場の設定
をお願いしたい。

理由：本町のように医療体制の脆弱な町村では、都市部のように、医療
機関で随時ワクチン接種が受けられるような状況にはない。未接種者へ
の接種を進めるために県の支援をお願いしたい。

保健福祉課

花巻市
円滑なワクチン接種
について
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